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1

１．令和６年度に検討を要する主な論点について

○ 標準仕様書第3.0版を改定するための主な検討論点及び改定時期は以下です。

改定時期関連個所見直しの契機検討論点No

令和６年８月

２頁制度改正
介護分野におけるDX の推進への対応
・介護情報基盤の導入
・介護保険被保険者証の電子化 等

１

－制度改正以外
令和６年12月２日の健康保険証廃止に伴う対応
※ 国保・後期の標準仕様書改定等により、標準仕様書への
影響がある場合

２

令和７年１月

３頁制度改正

第９期介護保険制度見直し・介護報酬改定の対応
・介護老人保健施設及び介護医療院の多床室の室料負担の
見直し（令和７年８月施行）
※ 標準仕様書への影響がある場合

３

－制度改正
介護分野におけるDX の推進への対応
※ No.1の対応における継続検討事項があれば対応

４

・上記の他に、標準化PMOツールや関係省庁、検討会構成員からのご意見・ご質問等を踏まえ、上記の改定時期に合わせて標準仕

様書の見直しも予定しています。



○ 検討論点１「介護分野におけるDXの推進への対応」の概要は以下のとおりです。令和５年６月９日に閣議決定した
「デジタル社会の実現に向けた重点計画」を受け、「医療DXの推進に関する工程表」（令和５年６月２日 医療ＤＸ推
進本部決定）に取りまとめられたとおり、2026年度（令和８年度）からの全国実施に向け、検討結果や提示される情
報（インタフェース仕様等）を踏まえ、標準仕様書へ必要な反映を行い、改定する予定です。

2

２．検討論点１の概要について

【出典】デジタル社会の実現に向けた重点計画（令和５年６月９日閣議決定）

【出典】医療DXの推進に関する工程表（令和５年６月２日 医療ＤＸ推進本部決定）

「介護分野におけるDXの推進への対応」は検討結果等を踏まえ、所要の改定を行う予定です。



○ 検討論点３「第９期介護保険制度見直し・介護報酬改定の対応（多床室の室料負担の見直し）」の概要は以下のと
おりです。令和６年度の検討状況を踏まえて、標準仕様書に影響がある場合は所要の改定を行う予定です。

3

３．検討論点３の概要について

「多床室の室料負担の見直しについて」の検討結果により、標準仕様書に影響がある場合は、所要の改定を行う予定です。

【出典】令和５年度 全国介護保険・高齢者保健福祉担当課長会議 老健局総務課資料（令和６年３月８日）

多床室の室料負担の見直し
については、施行時期を令
和７年８月とされているた
め、今後の検討状況を踏ま
え、標準仕様書の見直し等
の必要な検討を行います。



（参考）標準仕様書の改定・運用に関する基本的な考え方

○ デジタル庁が示す以下の方針に基づき、標準仕様書の改定又は正誤対応を行います。

4

標準仕様書を改定する場合は、
原則、適合基準日の１年前ま
でに行う必要がある。

【出典】 「標準仕様書の改定・運用に関する基本的な考え」 2023年6月16日作成、2023年10月27日改訂デジタル庁

令和６・７年度に標準仕様書
を改定する場合の適合基準日
は、政策上必要なものは令和
８年４月１日、それ以外は令
和８年度以降となる。
※ 標準オプション機能は適合
基準日を定めない。

改定時期は原則８月末又は１
月末となる。

正誤表による対応は随時とな
る。


